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北西太平洋の熱帯低気圧の呼び名の変更

一台風のアジア名一＊

　

水　田 雅＊＊

　1　はじめに
　西暦2000年の台風1号から，これまでの英語の呼び

名に代わって台風にアジア名がつけられることになっ

た．気象庁でも国際的な情報交換には，国際共通番号

と合わせてこのアジア名を用いる．一方，国内の一般

向けの情報ではこれまで通り，その年の通し番号のみ

を使用する予定である．ここでは，アジア名が採用さ

れるまでの経過とその内容について紹介する．

　2　現在の台風の呼び名

　北西太平洋と周辺海域（0。N～60。N，100。E～180。E

の範囲）の熱帯低気圧（台風）にっいては，気象庁が，

世界気象機関（WMO）からの付託を受けた「熱帯低気

圧に関する地域特別気象センター（RSMC）」（RSMC

Tokyo－TyphoonCenter）として，解析・予報など国

際的な情報を作成し発信する責務を負っている．一方，

この領域では，米国海・空軍合同台風警報センター

（JTWC，グアムから現在はハワイに移転）も独自に台

風の解析と予報を行っている．JTWCは，大西洋と

140。W以東の北東太平洋をRSMC責任領域として受

け持つ国立ハリケーンセンター（NHC，マイアミ）と

同じく，伝統的に熱帯低気圧に英語名（交互に男・女

の人名）を付けている．これらが国際的な報道の分野

から学術論文まで広く流通している．

　気象庁でも国際用の一一部の予報，情報，資料には国

際共通番号（西暦年号下2桁とその年の始めからの通

し番号2桁を合わせた計4桁の数字）と併記する形で

JTWCが付けた英語名を用いてきた．一方，国内向け
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の情報等では「台風第XX号」（XXはその年の始めか

らの通し番号）という呼び方をして，英語名は使用し

ていない．

　3　アジア名採用の経過

　アジア名の利用が提案されて，基本的に採用が決

まったのはESCAP†／WMO台風委員会という組織の

第30回会合（1997年11－12月香港で開催）である．ここ

で，台風委員会というのは1968年に設立された政府間

組織のことで，カンボジア，中国，北朝鮮，香港，日

本，ラオス，マカオ，マレーシア，韓国，フィリピン，

シンガポール，タイ，米国，ベトナムの12か国2地域

で構成され，様々な分野の協力を通じて台風による災

害を軽減することを主な目的としている．

　台風のアジア名が目指すところは，2つ挙げられて

いる．1つは国際社会への情報に台風委員会が決めた

名前をつけてそれを利用してもらうこと，もう1つは，

英語の人名ではなくて，アジアの人々になじみのある

呼び名をつけることによって人々の防災意識を高める

ことである．

　2つの目標のうちの後者は，自国に影響する台風に

独自の命名を行っているフィリピンの経験に基づいて

いる．しかし，台風に命名を行う発生の段階では，そ

の台風が影響する国や地域を特定するのは難しいし，

複数の国や地域に影響を及ぽす台風も多い．また，途

中で名前を変えうことは混乱や誤解の元になるので好

ましくない．このため，1つの国の中での経験を，台

風委員会加盟国・地域全体にそのまま応用することに

は無理がある．むしろその意義は，2つの目標のうち

の前者から分かるように，アジア各国・地域の文化の

尊重と連帯の強化，相互理解の推進にあり，アジア名

はこれらを象徴するものとして理解することができ

る．

†アジア太平洋経済社会委員会

1999年10月 63



702 北西太平洋の熱帯低気圧の呼び名の変更

　第31回の会合（1998年12月マニラで開催）では，加

盟各国・地域が提出した具体的な台風の呼び名が基本

的に採択された．また，命名については，この領域の

熱帯低気圧に関する情報提供に責任を持つ地域特別気

象センター（RSMC）である日本の気象庁が行うこと，

2000年の最初の台風から実施することが決められた．

　米国はそれまで台風委員会にはオブザーバの立場で

参加していたが，この機会に委員会に加盟した．そし

て，JTWCは2000年の最初の台風から独自の英語名を

付けることをやめ，台風委員会の決定に基づいて気象

庁が命名するアジア名を用いる方針を表明している．

　4　アジア名のリストと使用についての取り決め

　4．1　リスト

　採択された呼び名のリストを第1表に示す．台風委

員会加盟各国・地域（以後メンバと呼ぶ）ごとに10個

の呼び名の枠がある．この枠は，メンバのほかにミク

ロネシア連邦にも与えられている．なお，シンガポー

ルはメンバであるが台風の名簿を提出しなかったため

枠がない．リストには，1群（column）について28個，

5群で計140個の枠がある．各群ごとに，それぞれのメ

ンバに2つずつの枠が与えられており，メンバ国・地

域名のアルファベット順に2度繰り返して並べられて

いる．

　呼び名は，文字数が多過ぎないこと（9文字以内），

音節が多くなくて発音しやすいこと，他の加盟国・地

域の言語で感情を害するような意味を持たないことを

統一基準として提案が行われた．わが国からの提案は，

流通に伴う利害や気象情報の誤解を生じないようにす

るため，特定の個人・法人の名称や商標，地名，天気

現象名などを避け，なるべく「中立的な」名称を選ぶ

ように配慮し，全て星座名にした．星座は，「自然」の

事物であって比較的利害関係が生じにくいことと，大

気現象である台風とイメージ上の関連がある天空に

あって，かつ，人々に親しまれていることが主な提案

理由である．

　なお，表中のカナ表記は，現地の人の発音が日本人

にどのように聞こえるかを調べてそれに基づいて決め

たもので，気象庁が国内でアジア名をカナ書きで使う

時には原則としてこれを用いることになっている．

　4．2　使用規則

　2000年の最初の台風には，第1群の始めの呼び名

（Damrey）を付ける．以下順に付けていって，第1群

の最後（Trami）の次は第2群の初め（Kong－rey）に

移動する．こうして第5群の最後（Saola）まで付ける

と，再び第1群の始め（Damrey）に戻り，以下同様

にして繰り返す．新しい年になっても群をあらためる

ことはせず，前年の続きの呼び名を順次付けることに

なっている．

　4．3　改訂

　このリストの有効期限は示されていないが，台風委

員会で見直しの必要があるかどうか定期的に協議する

ことになっている．また，例えば非常に大きな災害を

もたらした台風の呼び名をリストから外すことなどに

ついて，メンバから提案があった場合は，同じく協議

の上で呼び名を変更することができる．

　改訂が行われない場合，発生数が気候平均値（27．8

個／年）に近い値で推移すると，おおむね5年後に同じ

呼び名の台風が現れることになる．

　5　自国内での独自名称の利用と気象庁の対応

　各メンバは自国・領域内での使用に限定して，独自

の名称を用いてもよいことになっている．日本では，

国内向けの情報等で用いている「台風第XX号」とい

う呼び方が各分野に幅広く浸透して定着していること

から，気象庁は国内向けにはこれを踏襲することにし

た．

　今回の変更は，台風の呼び名の決定方法がJTWC

単独のものから台風委員会加盟国・地域の合意に基づ

くものに変わるだけである．従って，気象庁では，台

風の発生を解析した時点でアジア名のリストに基づい

て自ら命名を行うことになるという点が変わるだけ

で，台風の呼び名の記述方法などは変わらない．つま

り，国際向けの情報等ではこれまで通り，国際共通番

号と呼び名の組み合わせを用いる．ただし，その呼び

名としては，これまでJTWCが命名してきた（英語

の）人名に代わって，2000年の台風1号からは，台風

委員会の合意に基づいて気象庁が命名するアジア名が

記されることになる．

　6　その他

　6．1境界を越える熱帯低気圧

　日本と米国の間には，両者の責任領域の境界である

日付変更線を越えて移動する熱帯低気圧について，最

初に付けた呼び名を変えないという合意がある．北太

平洋の日付変更線の東側の米国の責任領域で発生した

（最大風速34kt以上の）熱帯低気圧には米国（JTWC

または国立ハリケーンセンター（NHC，マイアミ））が

64 “天気”46．10．
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704 北西太平洋の熱帯低気圧の呼び名の変更

命名し，それが日付変更線を越えて東経域に入っても

日本の気象庁は米国の付けた呼び名をそのまま用い

る．逆に台風が日付変更線を西から東に越えて西経域

に入った場合も同様で，米国は日本の気象庁が付けた

呼び名をそのまま用いる．

　6．2　学術論文での呼び名

　本来，学術論文で熱帯低気圧にどういう名称を用い

るべきかということは，気象業務における呼び名とは

別の次元の話である．しかし，実際には気象業務を実

施する機関と学会との間に幅広い交流があるので，な

るべく共通の名称を用いた方がお互いに便利なことが

多いはずである．

　最近の使用例を見てみると，米国気象学会の論文誌

での熱帯低気圧の呼び方としては，（英語の）人名と年

号の組み合わせが用いられることが多い．一方，日本

気象学会の論文誌「気象集誌」では，人名と年号の組

み合わせ，国際共通番号と人名を併記しているもの，

国際共通番号のみのものなど，まちまちである．

　国際共通番号には年号の情報が含まれているのでそ

れだけで台風を同定することができる．また，その年

の台風の通し番号の部分の大小によって大まかな季節

を推測することも不可能ではない．一・方，（英語の）人

名やアジア名は，持っている情報量は少ないが，数字

だけの並びに比べてより印象に残りやすいという利点

がある．

　2000年以降，外国の論文誌や国際的な報道の分野で

の北西太平洋の台風の呼称としては，アジア名が広く

使われることが予想される．この機会に，日本の論文

誌でも共通の呼称としてのアジア名を，国際共通番号

と併記して用いるようにしてはどうだろうか．

暴刷e
教官（東京大学大気海洋科学グループ）の公募

　東京大学　大学院理学系研究科では平成12年度から

既存4専攻を改組し，新しく地球惑星科学専攻を発足

する準備を進めています．このことに関連し大気海洋

科学グループでは以下の公募を行うことになりました

のでよろしくお願い申し上げます．

公募人員と研究教育分野：

A）助教授　1名（気象力学，大気大循環，メソ気象

　　などいわゆる気象学を中心とした分野）

B）教授または助教授　1名（大気海洋の物質循環や

　　組成変動などを中心とする分野）

応募資格：博士の学位を有し，当該分野の研究と学部

　　　　　および大学院教育に情熱を有すること．

着任時期：平成12年4月1日を希望

提出書類：

1）応募研究教育分野（A）またはB）を明記）

2）略歴書（学歴と職歴）

3）業績目録（査読論文とそれ以外の総説，著書など

　　に分類）

4）主要論文別刷（コピー可）5編以内

5）研究教育業績の概要（A4版用紙一枚に要約）

6）今後の研究計画と抱負（A4版用紙一枚に要約，た

　　だし推薦の場合は不要）

7）ご本人が応募される場合には所見を伺える方2名

　　の氏名と連絡先，適任者をご推薦いただける場合

　　には推薦状．

応募・推薦の締め切り：平成11年12月6日（月）必着

書類提出先：〒113－0033　東京都文京区本郷7－3－1

　　　　　　　　　東京大学大学院理学系研究科

　　　　　　　　　地球惑星物理学専攻事務室

問い合わせ先：東京大学大学院理学系研究科

　　　　地球惑星物理学専攻

　　　　大気海洋物理学講座　教授　山形俊男

　　　　Te1：03－5841－4297　FAX：03－3818－3247

　　　　E－mai1：yamagata＠geoph．s．u－tokyo．ac．jp
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